
第24号
庄内町農業委員会
平成29年２月5日

農委広報

　

昨
年
庄
内
町
で
初
め
て
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
水
稲
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

県
の
統
計
に
よ
る
と
内
陸
地
方
で
は
、

平
成
26
年
度
で
約
二
千
万
円
の
農
業
被
害

が
発
生
し
て
お
り
庄
内
町
に
も
い
ず
れ
来

る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
こ
と
に
現
実
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
被
害
は
、
立
谷
沢
で
水
稲
刈
取

前
に
部
分
的
に
稲
が
な
ぎ
倒
さ
れ
た
も
の

で
、
農
業
共
済
組
合
が
圃
場
に
残
さ
れ
た

足
跡
で
猪
被
害
と
判
断
し
ま
し
た
。
県
外

で
は
、
猪
の
頭
数
が
増
え
る
と
広
範
囲
の

倒
伏
稲
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
有
害
鳥
獣

が
稲
穂
を
食
べ
収
穫
量
が
激
減
す
る
事
例

が
あ
り
ま
し
た
。

　

被
害
圃
場
の
対
策
と
し
て
、
県
や
町
の

補
助
を
受
け
な
が
ら
電
気
柵
の
設
置
を
計

画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

写
真
は
、
今
回
の
被
害
農
家
の
承
諾
を

得
て
、
庄
内
農
業
共
済
組
合
よ
り
提
供
を

受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
後
の
鳥
獣
被
害

へ
の
注
意
喚
起
と
し
て
、
被
害
状
況
が
わ

か
り
や
す
い
山
形
市
農
業
委
員
会
よ
り
お

借
り
し
た
も
の
で
す
。

酉
年
な
の
に

　
　
イ
ノ
シ
シ
!?
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農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会

　

庄
内
町
農
業
委
員
会
で
は
、
去

る
12
月
２
日
、
余
目
町
農
協　

憧

夢
苑
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会
主

催
に
よ
る
農
業
者
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た
。

　

昨
年
４
月
１
日
に
農
業
委
員
会

法
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
農

業
委
員
会
は
『
農
地
等
利
用
最
適

化
推
進
施
策
の
改
善
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
意
見
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
』
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
状
況
、

情
勢
把
握
が
必
要
と
な
る
が
、
今

回
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
農
業
者
、

具
体
的
に
は
庄
内
町
認
定
農
業
者

の
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
と
の
話
し

合
い
の
場
を
設
け
、
意
見
交
換
会

と
な
っ
た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま
す

ま
す
厳
し
く
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
成
立
し
な

く
て
も
次
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
ま
た
農
政

の
一
大
転
換
と
な
る
30
年
問
題
な

ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
す
る
中

で
、
今
回
の
話
し
合
い
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
で
事

前
に
絞
り
込
み
、「
農
業
の
担
い
手

確
保
・
育
成
に
つ
い
て
」
と
し
た
。

　

冒
頭
、
座
長
を
務
め
た
農
業
委

員
会
若
松
農
政
部
会
長
か
ら
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
話
し
合
い
の
論
点
と

し
て
、
三
つ
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
、

一
つ
は
、「
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
の
中
で
農
業
に
限
ら
ず
担
い
手

は
必
然
的
に
減
少
す
る
こ
と
。」　

二
つ
め
は
、「
農
業
経
営
の
継
承
問

題
。」　

三
つ
め
は
、「
庄
内
町
で
の

農
地
集
積
と
営
農
類
型
に
よ
る
担

い
手
確
保
の
課
題
。」　

等
々
が
示

さ
れ
た
。

　

ま
さ
に
今
、
農
地
を
ど
う
す
る

か
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
ふ
ま
え
る
と
担
い
手
の
問
題

が
大
き
な
課
題
と
な
る
。
さ
ら
に
、

担
い
手
の
減
少
が
農
業
経
営
の
継

承
を
危
う
く
し
、
農
地
集
積
で
は

様
々
な
制
度
が
重
複
し
て
い
る
た

め
、
色
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。

　

現
在
、
庄
内
町
の
認
定
農
業
者

の
平
均
耕
作
面
積
は
約
７
㏊
。
そ

の
経
営
体
が
離
農
し
た
場
合
、
経

営
面
積
が
一
気
に
流
動
化
し
、
だ

れ
が
引
き
継
ぐ
か
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

農
業
者
か
ら
の
声
で
も
、「
最
近
、

面
積
10
㏊
の
人
が
亡
く
な
り
、
大

面
積
の
た
め
、
上
手
く
地
域
内
で

受
け
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。」「
現

在
、
個
別
で
集
積
し
大
面
積
と
な
っ

て
い
る
人
は
、
他
で
や
め
る
人
が

出
て
も
、
こ
れ
以
上
受
け
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。」「
将
来

は
法
人
化
、
会
社
組
織
で
運
営
し

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、「
農
家
の
現
実
は
、
会
社

勤
め
も
含
め
て
の
農
家
経
済
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の

農
業
経
営
の
判
断
も
あ
る
。」「
家

業
と
し
て
の
農
業
、
そ
れ
だ
け
で

や
っ
て
行
け
る
の
か
。」「
農
業
を

経
営
に
か
え
て
行
か
な
い
と
継
承

で
き
な
い
時
代
と
な
っ
た
。」「
今

以
上
に
担
い
手
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
仕
組
み
制
度
の
充
実
を
。」
な

ど
色
々
な
意
見
が
出
た
。

　

こ
の
よ
う
に
今
回
の
話
し
合
い

の
中
で
も
、
農
業
従
事
者
の
減
少

や
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
等
が
一

番
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
農
地
を
こ

れ
か
ら
５
年
後
、
10
年
後
、
ど
う

す
る
か
。
地
域
の
農
業
者
、
農
地

所
有
者
自
ら
「
将
来
の
農
地
の
使

い
方
」
を
決
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
合
意
形
成
活
動

の
中
心
と
し
て
農
業
委
員
会
の
果

た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会
は
、
今
後
も
農
地
利

用
の
最
適
化
、
担
い
手
確
保
な
ど

に
向
け
、
関
係
機
関
と
協
力
を
し

て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

後

平

道

男



農業者年金に関するお問い合わせは、
農業委員会事務局またはJA各支店まで
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平
成
28
年
度
山
形
県
農
業
委
員
大
会
に
参
加
し
て

　

10
月
28
日
に
新
庄
市
民
文
化
会

館
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
山
形

県
農
業
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
県
内
各
市
町
村
か
ら
農
業

委
員
が
集
ま
っ
て
盛
大
に
行
わ
れ

た
今
大
会
で
は
、
今
直
面
し
て
い

る
問
題
に
つ
い
て
、
県
内
3
地
区

よ
り
3
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
案

第
1
号
を
農
業
委
員
会
庄
内
地
方

協
議
会
を
代
表
し
て
、
庄
内
町
農

業
委
員
会
長
が
提
案
し
ま
し
た
。

全
て
の
議
案
は
満
場
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
決
意
表
明
」
は
、
南

陽
市
農
業
委
員
会
長
で
あ
る
沼
部

清
伸
氏
よ
り
「
農
地
利
用
の
最
適

化
に
向
け
た
農
業
委
員
会
活
動
の

強
化
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
今

取
り
組
ん
で
い
る
活
動
方
針
、
取

り
組
み
の
内
容
な
ど
事
例
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
農
業
委
員
会

の
役
割
と
農
業
委
員
と
し
て
の
立

場
を
再
認
識
す
る
大
会
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
の
冒
頭
に
お
い
て
、

農
業
会
議
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、

庄
内
町
農
業
委
員
会
長
阿
部
一
弥

氏
が
永
年
勤
続
功
労
に
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

佐

藤

正

志

農
地
を
相
続
し
た
と
き

　
農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
（
認
印
）

・
相
続
登
記
が
済
ん
だ
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　
（
登
記
完
了
証
、
登
記
識
別
情
報
通
知
等
）

＊
酒
田
市
や
鶴
岡
市
な
ど
、
庄
内
町
以
外
に
農
地
を
所
有
す
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要
で
す
。

月4回金曜日発行

■購読の申込みは市町村
　農業委員会へお気軽に
　連絡ください。

月700円、年8,400円
（消費税込）

週刊

ちょっとお得なお話し！
～国民年金付加年金～

　加入すると月額400円を国民年金保険

料に加算して納付します。受給時には納付

月数×200円の金額を毎年、老齢基礎年金

に加算して受給できます。付加年金制度は

2年間で掛金の元が取れる終身年金です。

例）　30歳から60歳まで付加年金を
　　 かけた場合（30年間＝360ヶ月）
総 掛 金／
400円（月額）×360ヶ月＝144,000円
受給年額／
　　　　360ヶ月×200円＝72,000円

農業者年金

農業者年金に加入している方は
国民年金の付加年金加入で
ちょっとお得な年金を受け取る
ことができます。
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「
ア
メ
リ
カ
が
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る
と
日
本
が
風
邪

を
引
く
」
こ
ん
な
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
は
何
時
の
頃

だ
ろ
う
か
？
。
次
期
大
統
領
と
な
る
ト
ラ
ン
プ
氏
が

就
任
演
説
で
ど
の
よ
う
な
内
容
を
表
明
す
る
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
選
挙
戦
で
は
T
P
P
交
渉
か
ら

の
離
脱
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
日
本
ど
こ
ろ
か
世
界
が
揺
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
が
次
に
出
し
て
き
た
の
は
日
本
と
の
F
T
A

（
二
国
間
貿
易
交
渉
）
で
し
た
。
さ
ら
に
、E
P
A
（
日

本
欧
州
連
合
貿
易
交
渉
）
が
最
近
に
ぎ
や
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
F
T
A
で
強
硬
に
日
本
に
攻
め
て

く
る
と
見
ら
れ
、
E
P
A
で
も
「
T
P
P
同
等
も
し

く
は
そ
れ
以
上
の
内
容
で
の
交
渉
」
と
い
う
、メ
デ
ィ

ア
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。
日
本
と
い
う
小
さ
な
国
に

F
T
A
と
い
う
龍
と
E
P
A
と
い
う
虎
が
狙
い
を
定

め
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
皆
で
注

視
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

編
集
後
記

　
　農業委員の選任の方法が、法律の改正によりこれまでの選挙制及び選任制から、町長が議会の同
意を得て任命する方法に変わりました。次期の農業委員になるには、農業者等から推薦を受ける方
法と、自ら応募する方法があります。また、農業者でなくても農業委員に応募することができます。

１　募 集 人 数　19人
２　任 　 　 期　平成29年7月17日から平成32年7月16日まで（3年間）
３　報 　 　 酬　年額239,000円
４　主な業 務　農地に関する相談業務
　　　　　　　　農地の権利移動や転用に係る許認可業務
　　　　　　　　担い手への農地の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止業務等
５　応募の資格　農業に関する知識を有し農業委員の職務を適切に行うことができる方で、
　　　　　　　　次のいずれにも該当しない方
　　　　　　　　（１）破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
　　　　　　　　（２）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受ける
　　　　　　　　　　ことがなくなるまでの者
６　応 募 方 法
　　次の推薦書または申出書を農業委員会に提出してください。　
　　〇農業者等から推薦を受ける場合：庄内町農業委員会委員候補者推薦書
　　〇募集に応募する場合：庄内町農業委員会委員候補者応募申出書
＊用紙は農業委員会、本庁舎総合案内、立川支所係、清川出張所、立谷沢出張所に備えてあります。
また、庄内町ホームページからダウンロードできます。
＊募集期間の中間と期間終了後に、推薦した方、推薦を受けた方及び応募した方に関する情報を、
庄内町ホームページにおいて法令に基づき公開します。

７　募 集 期 間　平成29年2月6日（月）から平成29年3月3日（金）まで
８　提出・問い合わせ　〒999-7781　庄内町余目字町132番地1
　　　　　　　　　　　　　　　　　庄内町農業委員会事務局　電話番号0234-42-0172

庄内町農業委員募集


